
エネルギー変換効率を考慮した電源設計が求められている一方で、試作を繰り返す開発手法では高

効率化に限界があります。また、設計者の勘に頼る属人的な手法では技術継承にも課題があり、結果

として電源系エンジニアが不足しています。この様な課題に対する解決策として、高速に電源損失解析

が可能なシミュレーションソフト「Scideam」を活用した開発手法などをウェビナにてご紹介しました。300

名を越えるお客様にご参加いただいたDay1のハイライトレポートをお届けします。

パワエレ市場動向とデバイストレンドを読む

カーボンニュートラル実現に向けた各国の動向から、日本
のGXに向けた取り組みについて各分野の投資金額から想
定される注力分野を分析。日本の産業界トップランナーで
ある車載産業、その中でもEV化の流れでパワエレの重要
度は高まっています。車載電源のコスト分析を行うとパワー
デバイスの割合が37%を超えています。パワーデバイスは
性能を左右する部品である為、慎重に選ぶ必要がありま
す。テスラはSiCでリリースし、ランニングチェンジでSiへ変更
しコストダウンしていると推測されます。

【対談】テスラとアリア（日産）の電源を解析

テスラ model-3電源裏側

テスラの電源はPFC部分にSiC、LLCコンバータ部は通常

のMOS FETを使用しています。右図の通り大量のパワーデ

バイスを使用しています。トランスは一般的なコアを使用して

コストを下げ、特性面は巻き線構造を工夫しています。アリ

アの電源はすべて通常のSi MOSFETを使用しており、回路

方式はFSFB（フェーズシフトフルブリッジ）でテスラと方式が

異なっています。アリアの電源はコンパクトです。トランスも基

板トランス構造とし生産性がとても高い構造設計で非常に

薄型です。放熱はテスラもアリアもGapFiller材を使用し水

冷の筐体と熱結合しています。

フロントローディング、工数削減を実現する電源Sim
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シミュレーションで損失解析を行う事により回路を実際に作

らなくても特性が分かります。Audiのコンバータ（旧、新）と

リョーサン開発コンバータの特性比較を実施。また、テスラ

model-3のPFC部に使用されているSiCをSiへ変更した場

合の損失を比較しています。お客様の開発段階でもこの様

な分析は簡単に可能です。解析を開発の上流で行い、効

率的な設計が可能となります。

Day2もご参加お待ちしております！

日産 アリア電源

高速回路シミュレータScideam、及び
電源MBD開発に強みを持つ

海外半導体メーカのFAE業務と並行し
双方向3kWDCDCコンバータを開発

他記事、ウェビナ、お問い合わせはこちら

関連記事はこちら

【エンジニア不足】電源設計における解

決方法とは？（シミュレータ編）
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